
小学校 第４学年 算数 直方体と立方体 （東京書籍 新編 新しい算数４下） 
○単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・直方体や立方体の特徴や性質、

直線や平面の垂直と平行の関

係、平面上や空間にあるものの

位置の表し方を理解し、それら

を活用して展開図や見取図をか

いたり、位置を表したりするこ

とができる。 

・立体図形の構成要素や位置関係

に着目して、特徴や性質を考え

説明したり、直方体を基に、直

線や平面の垂直と平行の関係、

ものの位置の表し方を考え、説

明したりしている。 

・立体図形について、構成要素や

位置関係に着目して捉えたこと

を振り返り、多面的に捉え検討

してよりよいものを求めて粘り

強く考えたり、数学のよさに気

付き学習したことを今後の生活

や学習に活用しようとしたりし

ている。 

○探究の過程 

①課題の設定 
生活経験の中から、立体が利用されている場面に注目し、立体の持つ特徴を考えることを

課題に設定する。 

②情報の収集 実際の立体を触ったり、見たりしながら、直方体や立方体の特徴を理解する。 

③整理・分析 
自分の作った立体を用いて、特徴を捉え直したり、単元の導入で考えた課題を考え直した

りする。 

④まとめ・表現 
立方体の展開図が何通りできるか考えることを通じて、箱の形の特徴についての理解を深

める。 

○単元計画（10時間扱い） 

時 目標 学習活動 
探究の 

過程 

１ 

身の回りの箱の形に関心を持ち、既習の平面
図形を基に直方体や立方体、立体の意味を理
解することができる。 

・生活経験の中から、立体の特徴を考える。 
・身の回りのいろいろな箱を面の形に着目し
て仲間分けする。 

・「直方体」「立方体」「立体」の意味を知る。 

① 

２ 
構成要素に着目して直方体や立方体の特徴、
性質を理解することができる。 

・直方体や立方体の面、辺、頂点についての
特徴、性質を調べる。 

・「平面」の意味を知る。 
② 

３ 
辺の長さや面のつながりなどに着目して、直
方体、立方体の展開図をかき、直方体や立方体
の特徴を説明することができる。 

・「展開図」の意味を知る。 
・展開図をかき、それを切り抜いて直方体を
組み立てる。 

③ 

４ 
辺の長さや面のつながりなどに着目して、直
方体、立方体の展開図をかき、直方体や立方体
の特徴を説明することができる。 

・展開図をかき、それを切り抜いて立方体を
組み立てる。  

５ 

直方体の面と面の垂直、平行の関係を理解す
ることができる。 

・写真を見て、直方体や立方体が積み重ねら
れる理由を考える。 

・直方体の面と面の交わり方、並び方を調べ
る。 

 

６ 

直方体の辺と辺の垂直、平行の関係や、面と辺
の垂直、平行の関係を理解することができる。 

・直方体の辺と辺の交わり方、並び方を調べ
る。 

・直方体の面と辺の交わり方を調べる。 
・身の回りのものの中から、垂直や平行にな
っている面や辺を見つける。 

 

７ 
直方体、立方体の見取図をかくことができる。 ・「見取図」の意味を知り、かき方を考える。 

・辺どうしの平行の関係を用いて、直方体の
見取図をかく。 

 

８ 

平面上や空間にある点の位置の表し方に付い
て理解することができる。 

・平面上の点の位置の表し方を考える。 
・平面上の点の位置の表し方をまとめる。 
・平面上の点の表し方を基に、空間にある点
の位置の表し方を考える。 

・空間にある点の位置の表し方をまとめる。 

 

９ 
学習内容の定着を確認すると共に、数学的な
見方・考え方を振り返り価値付ける。 

・学習のまとめをする。 
 

10 
箱の形の特徴について、既習事項を生かしな
がら考えることができる。 

・これまでの学習を振り返り、立方体の特徴
を確認する。 ④ 



 

第４学年 算数科学習指導案（第１時） 

【①課題の設定 単元や節を貫く課題を設定させタイ】 

 

１ 単元名「直方体と立方体」（東京書籍 新編 新しい算数４下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
身の回りの箱の形に関心を持ち、既習の平面図形を基に直方体や立方体、立体の意

味を理解することができる。 

探究の過程 

課題の設定 

生活経験の中から、立体が利用されている場面に注目し、立体の持つ特徴を考える

ことを課題に設定する。 

○指導過程 

 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

15 

分 

１ 展開図からできる立体について考える。 

○これは何か分かりますか。 

◆パズルのピース。 

◆段ボールを切り開くとこうなる。 

 

○箱を開いた形のものは、生活の中にも出て

きます。どのようなものがありますか。 

◆段ボール。 

◆さいころ。 

 

一 

斉 

 

◎１辺30cm程度の立方体の展開図を提示

する。 

 

 

◎生活経験の中に箱の形のものがあるこ

とに気付かせる。 

２ 立体の特徴を考える。 

○組み立ててできる箱について考えます。ど

のような特徴がありますか。 

◆全部平らになっている。 

◆丸い面はない。 

◆全て正方形。 

○まとめます。 

 

 

 

 

一

斉 

 

◎発表させた内容をまとめさせる。 

◎考えが出てこない場合には、面が曲が

っているかどうかや形に着目させるよ

うな補助発問をする。 

◎辺が全て直線であるなど、面とは違っ

た視点からの意見が出てきた場合は、

面の特徴とどのように関係しているか

を考えさせるなどして、その意見に価

値付けをする。 

３ 他の展開図が作れるか考える。 

○組み立てたときにこのような箱になる図は

何種類あるでしょうか。 

◆１つしかない。 

◆３つくらい。 

◆たくさんあると思う。 

○この単元では、箱の形について学習してい

きます。単元の最後には、学習したことを

生かしながら、この箱になるような図がい

くつ作れるかを考えていきます。 

 

一

斉 

 

◎立方体の展開図が何種類になるかを、

単元を通して解決する課題として設定

させる。     課題の設定 

① 面は全て平ら。 

② 丸い面はない。 

③ 面の形は全て正方形。 



 

 

 

 

 

展 

開 

20 

分 

４ 課題を捉え、学習の見通しを持つ。 

○６つの箱の仲間分けをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全部箱だ。 

◆長いやつと短いやつ。 

◆面の形は違うから、そこで考えられそう。 

◆面の数は全部同じ。 

 

グ

ル 

 

プ 

 

 

◎箱を用意し、実際に手に取って面の形 

 を確認できるようにする。 

◎面の形に注目して考えることを確認さ

せる。 

５ 考えを発表し合い、分け方を考える。 

○あるグループでは、アやカの仲間と、それ

以外に分けています。なぜこのように分け

たのか理由を考えましょう。 

◆面は全て四角形だ。 

◆正方形と長方形がある。 

◆カの仲間の形は全部正方形の面しかない。 

○まとめます。 

 

 

 

 

グ

ル 

 

プ

↓

一

斉 

 

◎直方体と立方体以外の分け方をした児

童がいた場合には、分け方とその理由

を説明させる。 

◎面の形に注目して考えさせる。 

◎直方体を、正四角柱とそれ以外に分け

ることも考えられる。実態に応じて取

り上げる。また、左の仲間分けをして

いるグループがないときには、この考

え方を基に授業を展開する。 

終 

結 

10 

分 

６ 立体について考える。 

○この形は、直方体や 

立方体といえますか。 

 

 

◆全部の面が四角形だけど変な感じがする。 

◆台形が含まれているので違うと思う。 

○そうですね。この形は直方体や立方体とは

いえません。直方体や立方体、今考えた形、

球などを立体と呼びます。 

 

一

斉 

 

 

 

 

 

 

 

◎以下について理解させる。 

立体 …直方体や立方体、球などの形 

７ 本時の学習を振り返り、立体についてま

とめる。 

○今日の学習についてまとめましょう。 

◆立体という言葉の意味が分かった。 

◆面の形や数に注目することが大事だった。 

 

一

斉 

 

 

 

直方体…長方形だけで囲まれた形 

    長方形や正方形で囲まれた形 

立方体…正方形だけで囲まれた形 

ア     イ     ウ 

 

 

 

エ     オ     カ 

ー 

ー 



 

なかま分けを通して、箱の形の特ちょうを調べよう 
 

４年  組   番 名前             
 

◎ 下の６つの箱をなかま分けしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかま分けしてみましょう。どのように分けたのか、理由も書きま

しょう。 

＜自分の考え＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループの考え＞ 

 

 

 

 

 

 

○ア  ○イ  ○ウ  ○ア  

○エ  ○オ  ○カ  



 

 

第４学年 算数科学習指導案（第２時） 

【②情報の収集 課題解決に必要な情報を集めさせタイ】 

 

１ 単元名「直方体と立方体」（東京書籍 新編 新しい算数４下） 

 

２ 本時の計画 

目標 構成要素に着目して直方体や立方体の特徴、性質を理解することができる。 

探究の過程 

情報の収集 
実際の立体を触ったり、見たりしながら、直方体や立方体の特徴を理解する。 

○指導過程 

 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 直方体と立方体について考える。 

○直方体や立方体について詳しく調べましょ

う。 

◆角のことを頂点というんだね。 

◆面と辺という言葉は図形の学習と同じ。 

◆面や辺、頂点の数は同じ。 

◆違うのは辺の長さなのか。 

一 

斉 

 

◎面、辺、頂点という言葉と、それぞれの

数を確認させる。    

◎考えるのが難しい児童には、実物を提

示し、実際に数えて調べさせる。 

情報の収集 

 

展 

開 

33 

分 

２ 分かったことを整理する。 

○直方体と立方体を調べて分かったことを話

し合いましょう。 

◆表を見ると面、辺、頂点全て同じ数になる。 

◆表を見ると数が２の倍数になっている。 

 

 

 

３ 直方体と立方体の共通点と相違点につい

て話し合う。 

○直方体と立方体を比べ、同じところ、違う

ところは何ですか。 

◆面と辺と頂点の数は変わらない。 

◆変わらないのかな。 

 

○実物を見ながら、違うところも見付けまし

ょう。 

◆面の形は違う。 

◆直方体の方が長くなるイメージ。 

 

４ 教科書の問題に取り組む。 

〇縦６ｃｍ、横２ｃｍ、高さの２ｃｍの直方

体について、どんな面の形がそれぞれいく

つありますか。 

◆正方形の面と長方形の面。 

◆同じ大きさになる面が多い。 

個

別 

↓ 

グ

ル 

 

プ 

 

グ

ル 

 

プ 

 

 

 

グ

ル 

 

プ 

 

個

別 

 

 

 

 

 

◎直方体と立方体の共通点と相違点を表

で整理し、児童が理解しやすいように

する。 

◎平面という言葉について整理させる。 

 

 

 

 

 

◎学習活動２で作成した表を基に比較さ

せる。 

 

 

 

◎考えるのが難しい児童には、実物も示

しながら指導をする。 

 

 

 

 

◎実物を使って考えさせる。 

         情報の収集 

 

 

終 

結 

７ 

分 

５ 本時の学習を振り返る。 

〇今日の学習で分かったことをまとめましょ

う。 

◆直方体と立方体では同じところと違うとこ

ろがあった。 

一 

斉 

 

 

 

 

◎板書や表などを振り返らせ、学習のま

とめをさせる。 

 

 

ー 

ー 

ー 



 

第４学年 算数科学習指導案（第３時） 

【③整理・分析 情報を分析させタイ】 

 

１ 単元名「直方体と立方体」（東京書籍 新編 新しい算数４下） 

 

２ 本時の計画 

目標 
辺の長さや面のつながりなどに着目して、直方体、立方体の展開図をかき、直方体や

立方体の特徴を説明することができる。 

探究の過程 

整理・分析 

自分の作った立体を用いて、特徴を捉え直したり、単元の導入で考えた課題を考え

直したりする。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

10 

分 

１ 問題を捉え、学習の見通しを持つ。 

○工作用紙で、直方体の箱を作りましょう。 

 作るときには、何が分かればよいですか。 

◆面の数。 

◆面の形や大きさ。 

◆辺の長さ。 

 

２ 直方体を作るために必要なことを整理す

る。 

○箱のどの辺の長さが分かればいいですか。 

◆縦、横、高さだ。 

◆３つが分からないと作れないね。 

 

○実際に箱を作ってみましょう。 

 

一 

斉 

 

 

 

 

 

グ 

ル 

 

プ 

 

 

 

◎面や辺といった言葉を使って説明させ

る。 

◎２年生で学んだことを想起させる。 

整理・分析 

 

 

 

 

◎実際の箱を持たせたり、辺をなぞらせ

たりして考えさせる。 

 

         

展 

開 

28 

分 

３ 展開図という言葉について理解する。 

○展開図とは、直方体や立方体を辺に沿って

切り開いて、平面の上に広げた図のことで

す。 

 

４ 展開図をかき、直方体を作成する。 

○教科書の展開図に続きをかいてみましょ

う。 

◆面の形は、３種類の長方形だ。 

◆面の形は調べた長さを使うんだね。 

 

 

 

○工作用紙を使って、直方体や立方体の箱を

作りましょう。 

◆立方体の方が作りやすい。 

一

斉 

 

 

 

個

別 

 

 

 

 

 

 

個

別 

 

◎実際に箱を切って開いて見せる。 

 

 

 

 

◎点線（折り目の線）と、実線に分けてか

くように指導をする。 

◎かくことが苦手な児童には、２年生で

行った写し取りや、直方体を見せて向

かい合う面が同じ形になることを確認

させる。 

 

◎工作が苦手な児童は決められた大きさ

の箱を、得意な児童は自分で考えた箱

を作成させる。 

 

終 

結 

７ 

分 

５ 学習のまとめをする。 

○展開図をかくときに必要なことは何です

か。 

◆縦、横、高さが分かれば箱を作ることがで

きるんだね。 

 

一

斉 

 

◎必要な辺の長さと、面の数が６つ出あ

ることを確認させるように指導する。 

 

ー 



 

第４学年 算数科学習指導案（第 10 時） 

【④まとめ・表現 次の課題を見付けさせタイ】 

 

１ 単元名「直方体と立方体」（東京書籍 新編 新しい算数４下） 

 

２ 本時の計画 

目標 箱の形の特徴について、既習事項を生かしながら考えることができる。 

探究の過程 

まとめ・表現 

立方体の展開図が何通りできるか考えることを通じて、箱の形の特徴についての理

解を深める。 

○指導過程 

段 

階 

学習活動 

○主な発問・指示 ◆予想される児童の反応 

形 

態 
◎指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 前時までの学習を振り返り、立方体の特

徴を確認する。 

○立方体とはどんな立体でしたか。 

◆全ての辺の長さが同じ。 

◆面は６つ。 

 

２ 正しい展開図の作り方を振り返る。 

○展開図が正しいか判断するためにはどんな

ことを考えましたか。 

◆組み立てたときに向かい合う面の場所。 

◆重なる面がないか考える。 

◆面の数が６つになるか考える。 

一 

斉 

 

 

 

 

一 

斉 

 

 

 

 

 

 

◎１時間目に学習した内容を振り返らせ 

る。  

 

         

 

◎どうすれば箱の形になるかを想起させ

る。 

◎これまで作った展開図を見直してもよ

いことを伝える。 

展 

開 

35 

分 

３ 課題を捉え、教科書の問題に取り組む。 

○正方形を２つ付け足して、立方体の展開図

を完成させましょう。また、それは何通り

ありますか。（６通り）まずは、１つみんな

でやってみましょう。 

問題        例 

 

 

◆どことどこがくっつくか考えればよい。 

◆実際に組み立てて考えよう。 

 

〇出来上がったものは写真を撮り、みんなが

タブレットで見られるようにしましょう。 

 何通りになるかも確認し合いましょう。 

 

 

〇答えは６通りになります。では、他の展開

図を考えましょう。 

 

４ 教科書の問題に取り組む。 

○正方形を３つ付け足して、立方体の展開図

を完成させましょう。また、それは何通り

ありますか。（４通り） 

 

 

グ

ル 

 

プ 

 

 

 

↓ 

 

 

 

グ

ル 

 

プ 

↓ 

一

斉 

 

グ

ル 

 

プ 

 

 

 

◎ワークシートを配布し、立方体を作り

ながら考えさせる。 

◎苦手な児童には実際に組み立てさせて

正しいか判断させる。 

◎回転をしたときに同じ数になるものは

１通りと捉えさせる。 

◎正方形を４つつなげた形を与え、グル

ープで何通りあるか考えさせる。 

◎残り５通りあることも伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎学習活動３で作ったものは数えないこ

とを伝える。 

◎全体の理解の様子によっては、何通り

あるかのヒントを示すようにする。 

 

ー 

ー 

ー 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆３つの正方形を並べたものの上と下に正方

形をくっつければよい。 

◆くっつけたときに重なるところがないよう

にする。 

〇出来上がったものは写真を撮り、みんなが

タブレットで見られるようにしましょう。 

 何通りになるかも確認し合いましょう。 

 

〇答えは４通りになります。では、他の展開

図を考えましょう。 

 

５ 教科書の問題に取り組む。 

○これまで作ったものの他にも展開図を作る

ことができます。また、それは何通りあり

ますか。（１通り） 

 

 

 

◆２つの正方形から考えればよい。 

 

〇答えは１通りです。これで全ての展開図を

考えることができました。答えは 11 通りで

したね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個

別 

 

 

◎同じ形として捉えるものや、１つの正

方形をどこに置くか考えるようにする

などの支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎これまで作成した展開図を見直して探

してもよい。 

◎正方形を４つつなげたもの、３つつな

げたもの、と考えてきたことを振り返

り、２つにどうつなげるか考えるよう

にさせる。 

 

 

        

終 

結 

５ 

分 

６ これまでの学習を振り返り、更に調べた

いことや新たな疑問を考える。 

○これまでの学習を振り返り、更に調べたい

ことや知りたいことを考えましょう。 

◆自分で箱を作ることができるようになっ

た。 

◆空き缶は何という立体なんだろう。 

◆跳び箱や牛乳パックは説明できない。 

◆三角コーンはとがった立体になるね。 

一

斉 

 

 

 

 

 

◎生活場面を振り返らせ、さまざまな立

体ついて思い出させる。 

        まとめ・表現 


